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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
申請事業について説明のレジュメです
この順に説明します
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに現状課題の把握状況です
虹の丘団地は昭和50年代に造成、順次分譲され、東日本大震災後人口減少が進み、高齢化率も上昇傾向にあります。
令和４年度行った防災に関するアンケート結果から、単身世帯が２割近く占め、その多くが７０～８０歳代の高齢者でした。
コロナ禍の影響で、自宅避難を中心に意識されている住民が多く、特に高齢世帯では災害への備えが不十分なところも課題として把握できました
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
主な事業は、ほぼ令和５年度の取組みの継続しているところが多いのですが、防災関連学校連携による事業として新たな取組みとしては、三島学園と協働して防災訓練が出来るようにしたいというところがメルクマールとなります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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続いて地域づくり関連学校連携事業としては、令和５年度において実施が難しかった高校生のための介護についての講座を令和６年度において実現したいと考えています。
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プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に事業の目的についてです。
最終的に目指す姿は、令和５年度における課題調査検証助成を受けるに際しても変わりはございません

ただし令和６年度においては、令和５年度に行った地域づくりのパートナー探しではなく、しっかりとパートナーとなりうる学校とコラボする防災まちづくりがしっかりと提携できるようにしていくこととしました。

そこで目標について、より具体的な指標が必要となるため、今回パートナーとして協働で申請することとなった、三島学園さんと連合町内会とで目標値をそれぞれ持つべきとして、代表的なところを具体化したところです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、終了後の展望ですが、この事業は、本連合町内会のプロジェクトとして令和４年度から始まったが、単独でできるものではなく協働してまちづくり活動を担っていただくパートナーが不可欠。

近隣の各学校に対してパートナーとして如何ですかと声掛けしたところ、ほぼ協力的でしたが、とりわけ三島学園さんの大きな協力が得られることが判り、また幾つかの課題も把握できたことから、この度協働で協働実践助成の申請をいたしました

東日本大震災から１３年、この時期に能登半島地震が発災するなど、いまだ超高齢社会の真只中にある現在、安心安全に暮らしていくための新たな防災まちづくりに取り組むことがますます重要であり、このような取組みをモデルとして、他の地域でも同様な取組みができるものと確信している。
まだ１∼２年目の序盤だが、中盤に向けてパートナーと手を携えて前に進んでいきたい。
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